
廿日市市空家等対策協議会（第８回）【議事要旨】

日 時 令和 2年 1月 30 日（木） ※書面開催

委員

藤田章（廿日市市町内会連合会） 竹中三千穗（佐伯地域コミュニティ推進団体連絡協議会）

森田啓介（コミュニティよしわ） 横田光男（大野区長連合会）

正木文雄（宮島総代会） 三浦浩之（広島修道大学国際コミュニティ学部地域行政学科教授）

中尾雅寛（広島司法書士会） 上田宏志（広島法務局）

谷峰隆宏（広島県宅地建物取引業協会） 髙山伸介（日本賃貸住宅管理協会）

河原直己（広島県建築士事務所協会） 多尾田文香（日本住宅リフォーム産業協会）

梅本登志子（廿日市市社会福祉協議会） 徳永光俊（廿日市金融懇談会）

原田忠明（廿日市市副市長） ＊敬称略

傍聴等 なし

事務局 都市建築担当部長 久保、住宅政策課 中野、堀田、大江

要旨

１ 議事

【議題１】空家等対策計画の推進状況について（報告）

・ 意識啓発・知識の普及について、実施内容は記述されているが、これらによって、ど

の程度、市民に意識が醸成され、知識が浸透したのかが不明である。実施したことに対

する成果を示すことが必要である。

→ アンケート等より次の効果及び成果を確認した。

①串戸：市民Ｃ事業で地域の方々への片付け、終活の意識向上。

②吉和：座談会をとおして片付けワークショップを実施。それを以降の研修材料とする。

アンケートより地域の片付け意識向上。

③阿品台：在住者が講師。地域で地域事を解決する体制の醸成につながっている。

④あいプラザ：その後の個別相談４件。

⑤玖島：バンク登録１件。地域組織の意識向上。

⑥津田：バンク登録３件。企業からバンク情報の提供依頼があった。

・高齢者訪問事業と連携した空き家把握、相談体制の充実について、「民生委員の高齢者

世帯への訪問の際、単身高齢者世帯の状況等や、空き家化した物件の情報の収集にあわ

せて、空き家対策につながる相談窓口を周知（福祉総務課）」は誰に対して行ったのか。

また、その成果はどうか。

→ 高齢者訪問事業とは、福祉事業で実施しており、民生委員が担当地区内に住む高

齢者を訪問して、世帯状況、健康状態及び災害時の避難支援の要否など日頃の見守

り活動に必要な情報収集を行うことを目的としている。

→ 住宅政策課ではこの事業と連携し、次の２点を目的に実施している。

・空き家の管理等についての市の窓口は住宅政策課であることの周知を図る。

・空き家と思われる場合の報告（実態調査の補完）

→ 周知の対象は高齢者世帯（７０歳以上の方世帯）である。

・相談等がこの事業の結果か否かの調査はしていない。

・佐伯及び吉和支所、地域支援員との情報共有について、「支所での窓口相談対応や、

現地活動から得られた空き家関係情報や空き家バンク登録候補物件等の情報共有、

関係制度の周知」は誰に対して行ったのか。また、その成果はどうか。

→ 「支所・地域支援員」と「住宅政策課」間の情報の共有。相談の案件、空き家バンク

登録の案件、活用の案件等を部署間で共有する。また、共有することで、より詳しい地



域状況の把握やより使いやすい制度への改正などにつなげていく。

・ 空家等の活用の促進などに向けた中山間地域における連携について、「空き家に

関する情報共有、空き家バンク制度等による制度連携、活用に向けた試行的取組な

ど、中山間振興策等を踏まえ、連携調整を図り進めている。」は、連携して具体的

に何を進めているのかが不明である。また、その成果はどうか。

→ 中山間地域振興室では、平成３０年より地域のにぎわいづくりを地域の方々が主

体となって実行できるような仕組み作りを行い、昨年９月に「津田商店街を創る会」

が結成された。空き家、空き店舗を活用して、起業し、移住定住につながるよう支

援を行っていく。

・ 佐伯及び吉和支所、地域支援員との連携強化について、「空き家に関する相談対

応、物件情報等の共有、関係制度の周知等」は、誰に対して、相談、情報等の共有、

周知をしたのかが不明である。また、その成果はどうか。

→ 「支所・地域支援員」と「住宅政策課」間の連携強化。空き家バンク相談の案件、

登録の案件、活用の案件等を部署間で共有し、連携することで、より詳しい地域状

況の把握、マッチング機会の増加等につなげていく。

・ 登録物件数の増加に向けた取り組み（吉和地域）について、「Ｈ２８年実態調査

物件を元に、物件状況等を踏まえ、活用意向や空き家バンクへの登録意向等のアン

ケートを実施。」誰に対して行ったのか。また、その成果はどうか。

→ 実態調査より吉和地域の危険度の低い空き家を抽出し、吉和支所にて抽出物件の

現地確認と近隣調査を実施し、活用できそうな空き家の所有者３０世帯にアンケー

トを実施。そのうち返信が１０件あり、バンクへの登録は３件であった。

・空き家活用支援補助金制度の交付について、申請件数はいくらか。

→ 交付決定済みも含め２月２７日時点で１０物件、補助件数１６件、補助額２８１．

３万円（予算５００万）。

・空家等対策事業者情報登録制度の運用について、具体的にどう活用しているのか。

→ 窓口に空き家バンク相談に来られた方には、事業者名簿を渡し直接情報を提供し

ている。その後の協力事業者活用についての詳細な情報を伺うことはしていないが、

数件の業者が関与しているように見受けられる。

・ 空家活用の促進に向けた地域における試行的取組について、「造成から 40 年以上

経過し、今後の空き家の増加や地域活力の低下が懸念される」のは、阿品台団地に

限定されるのか？他の団地と比較して、此処が対象として適切であるのか。取組の

成果はどうか。

→ 造成から４０年以上の団地は阿品台の廿日市ニュータウン以外にも、ふじタウン

（阿品）、宮島口グリーンハイツ（対厳山）、宮島台団地（前空）等がある。

阿品台は規模も大きく地域組織が構築されていたため、Ｈ３０年度からモデル的に

実施し、地域の課題を地域で解決できるような取組を進めている。今後は阿品台の

取組を踏まえ、他団地にも働きかけを進めて行く考えである。

・ 空家活用の促進に向けた地域における試行的取組について、「地域課題を踏まえ、移

住・定住を促進するための空き家の活用を図るため、地域づくりに関連する多様な主体



と協働で空き家の活用を推進し、具体的な取組の実現を段階的に目指す。」は、どこま

で実現できたのか。

→ 佐伯にある企業へ、住宅・雇用・生活等についてアンケート等の調査を行い、それを

基に空き家バンク活用の依頼、物件情報の社員への提供等をお願いした。さらに、協力

いただいた経営者にトークセッション型のセミナーで登壇いただき、地域に向けて会社

の取組、外国人雇用の住まいについて等の話を提供いただいた。空き家バンクに対する

問い合わせは着実に増加しており、周知の効果は上がっている。

【議題２】特定空家等の略式代執行について（報告）

意見なし。


